
高専防災コンテストに係るクラウドファンディングの成果について 

 

 「高専防災コンテスト」は、地域の防災・減災力の向上や未来の防災を担う人材の育成を目的に、平成30年

度から高専機構と国立研究開発法人防災科学技術研究所（以下防災科研）の共催によりスタートした取り組み

です。高専生が防災力・減災力向上につながるアイデアを提案し、書類審査を通過したアイデアについて、提

案者がその実現性について実証・検証し、その成果を最終審査会で発表いたしました。 

 

 コンテスト活動を支援する目的で、令和3年10月20日（水）～11月30日（火）に標記クラウドファンディングの募

集を行い、27名（個人・法人）の方から、630,000円のご支援をいただきました。 

 寄附金は最終審査会に出場する９チームが、システムの構築費用、防災教育教材の開発費用、検証実験用

模型の作成費用や調査活動のための旅費等、各チームのアイデア検証活動に使用しました。 

 また、クラウドファンディングの実施をプレスリリース等により広くPRすることにより、本コンテストが地域自治

体や防災に関係する企業の関心を呼び、多くのステークホルダーとの協力体制を構築でき、結果として当初の

アイデアをより洗練させることができました。 

 

 

防災・減災力向上につながるアイデアの検証活動を行う参加チーム（沼津高専） 

 

 

 クラウドファンディングにご寄附いただいた皆様のご支援により、地域の防災・減災力の向上や高専生の

育成の場として、本コンテストの可能性が大きく広がりました。 

 検証の成果は令和4年2月18日（金）の最終審査会で発表されました。成果の一部は、今後も実用化を目指

した研究が継続され、防災科研や民間企業との共同研究に発展することが期待されています。 

 

 

■最終審査会の概要 

開催日時：令和 4年 2月 18日（金）13:30～17:00 

※オンライン開催 

 



◯出場チーム 

  和歌山高専 土砂災害啓発を目的とした RPG防災教育教材の開発 

  福井高専   新しい避難訓練を考える Go To ドライブ避難の提案 

  沼津高専   知の防災教育の推進と高専間防災ネットワークの構築 

  松江高専   危険度を知るシステム 

  木更津高専 避難所運営をサポートする ITシステム Shelter Management And Support System 【SMASS】 

  奈良高専   パイプハウスの台風対策 

  沼津高専   拡張現実を用いた避難支援アプリケーション 

  奈良高専   災害時用情報通信システム 

  東京高専   清掃ロボの環境認識地図を活用した家屋内防災地図生成システム 

 

◯審査結果 

  最優秀賞：和歌山工業高等専門学校 

   「土砂災害啓発を目的とした RPG防災教育教材の開発」 

  高専機構賞：木更津工業高等専門学校 

   「避難所運営をサポートする ITシステム Shelter Management And Support System 【SMASS】 」 

  防災科研賞：沼津工業高等専門学校 

   「知の防災教育の推進と高専間防災ネットワークの構築」 

  気象災害軽減コンソーシアム賞：奈良工業高等専門学校 

   「パイプハウスの台風対策」 

  特別賞：東京工業高等専門学校 

   「清掃ロボの環境認識地図を活用した家屋内防災地図生成システム」 

   ※特別賞はクラウドファンディング支援者による投票で決定しました。 

 

そのほか，第４回高専防災コンテストの詳細は，以下のページ（国立研究開発法人防災科学技術研究所ウェ

ブサイト）よりご確認ください。 

 

https://www.bosai.go.jp/labo/ExtremeWeather/contest/contest_2021.html 

 

 

  

https://www.bosai.go.jp/labo/ExtremeWeather/contest/contest_2021.html


◯出場チームの取組内容（一部抜粋） 

    

  最優秀賞：和歌山工業高等専門学校 

   「土砂災害啓発を目的とした RPG防災教育教材の開発」 

 

  小学生が興味を持てる RPG ゲーム感覚で災害や避難について学習できる教材の開発を実施。日高川町立   

山野小学校で実際に使用してもらい課題を検証し、和歌山県土砂災害啓発センター、日高川町教育委員会、

日高川町（防災センター）からの助言等を開発に反映する等、広く関係機関を巻き込んだ取り組みが高く評価さ

れました。 

 

 

 

  



 高専機構賞：木更津工業高等専門学校 

  「避難所運営をサポートする ITシステム Shelter Management And Support System 【SMASS】」 

 

 避難所運営の負担を軽減するため、現状紙媒体で行われている避難者情報や物資管理を行う 

IT システムの構築に取り組み、木更津市立第一中学校で行った実証実験の結果、受付時間の大幅な短縮等

の効果が確認できました。 

 

 

 


